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1． 外部評価報告書 2023 の取りまとめにあたって                              

外部評価委員会委員長  尾本 章 （国立大学法人九州大学大学院芸術工学研究院長） 

 

本委員会は、独立行政法人国立高等専門学校機構佐世保工業高等専門学校（以下「同校」という。）

の依頼を受けて、同校が、令和５年度に行った自己点検・評価の結果を基に、評価を行ったので、ここ

に委員会としての報告書を取りまとめた。 

本委員会における評価は、主に、同校が、第４期(令和元年～令和５年)に教育・研究活動を行う上

で、その基本となった 「①方針」、「②体制」 及び 「③ルール」 等に関する評価であり、それらがきち

んと整備されているかどうか、機能をしているかどうかということについて、同校が自己点検・評価

を行っており、その自己点検・評価の結果について、我々外部有識者による外部評価を実施した次第

である。 

 本委員会は、予め、同校から送られた「自己点検・評価報告書 2023」と関連諸資料を通読した後、

2024 年 3 月 5 日に同校を訪問し、「自己点検・評価報告書 2023」に基づき、自己点検・評価の結

果について説明を受け、質疑応答、ヒアリングを行った。そのほか、教育活動の成果として、実際に課

題解決型の授業で、本科３年生が取り組んだ活動について、学生によるポスターセッション形式の報

告を聴講し、質疑応答を通して理解を深めた。また学内視察では、専攻科生による自身の研究活動の

進捗状況についての報告を受けた。さらに、学内の施設設備を見て回り、学生等の活用方法や利用

状況等について説明を受けた。同日の委員会では、これらの活動に引き続いて外部評価委員のみに

よる会議を行い、その結果、各委員が個別に評価結果書を作成し、委員長が取りまとめることとした。 

 

 本委員会によるこの報告書は、上述の会議の際の了解の下、次のような方針で作成されたもので

ある。すなわち、評価は、客観的な事実やデータ等により、公平な分析に基づいて行われるべきもの

であるが、各委員のバックグランドや社会的立場などにより、評価の際の視点や重視すべき点などが

異なることはやむを得ないため、無理に統一的な見解を示すことはせずに、各委員による多角的な

評価を大切にし、それらの評価結果をそのまま学校へ示すこととした。 

 

この方針は、今後、同校において、自己変革や業務等の改善に資するようにとの判断に基づいての

ことである。そのため、本報告書の本体は、各委員の個別の評価結果書の集合体とした上で、それら

に共通する論点等は、本委員会委員長である小職の責任で、必要な事項を整理して、各委員へ確認・

了解を得て、本報告書に提示した。 

 

本委員会による、この外部評価報告書が、佐世保高専が今後大きく飛躍し、発展していく一助とな

ることを願っている。 

最後に、本報告書を取りまとめるに当たって、各委員の皆様にご協力をいただいたことに心より

感謝申し上げる。 
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2. 外部評価の概要                                                    

（１） 外部評価委員会委員名簿 

〇尾本  章 （国立大学法人九州大学大学院芸術工学研究院長） 

金子泰雄 （佐世保市観光商工部副部長） 

田雜  健 （佐世保市立祇園中学校長） 

永田安夫 （ＭＴＥホールディングス株式会社執行役員部長） 

豊原  稔 （公益財団法人長崎県産業振興財団佐世保事業所長） 

友廣啓二 （佐世保工業高等専門学校同窓会長） 

    ○印は、委員長。 

 

（2） 学校側出席者 

中島  寛 （校長） 

渡辺哲也 （筆頭副校長・教務主事） 

堂平良一 （副校長・学生主事） 

森田英俊 （副校長・寮務主事、施設整備委員会委員長） 

川崎仁晴 （副校長・専攻科長） 

藤田勝律 （事務部長） 

坂口彰浩 （校長補佐（地域連携担当）、地域共同テクノセンター長） 

城野祐生 （物質工学科長、高度情報化改組ＷＧ委員長） 

大山泰史 （グローカルリテラシー担当、基幹教育科 准教授） 

海津  守 （総務課長） 

宮良幸代 （学生課長） 

 

(3) 外部評価委員会のスケジュール等 

 ① 外部評価委員会の主なスケジュール 

    今回の外部評価委員会は、次のような全体スケジュールの下に実施された。 

 

 ② 外部評価委員会の開催（令和６年３月５日） 

  【当日のスケジュール】 

外部評価委員会を開催した当日のスケジュールは、主に次とおりである。 

事      項 期 日 ・ 期 間 備  考 

（１） 外部評価委員会委員の受諾 令和５年 12 月頃  

（２） 学校側事務担当者との事前打合せ等 令和６年２月１３日ほか 対面､電話等 

（３） 自己点検・評価報告書の受領 令和６年２月 20 日(火)頃  

（４） 外部評価委員会開催 令和６年３月５日（火）  

（５） 外部評価結果書の提出期限 令和６年３月１５日（金）  

（６） 外部評価報告書(案)の作成 令和６年３月 15 日(金)～ 

       ３月 18 日(月) 

委員長による 

報告書(案)の 

取りまとめ 

（7） 外部評価報告書(案)に関する審議、 

               内容確認、意見交換 

令和６年３月１８日(月)～ 

        ３月 25 日(月) 

メール等 

（８） 外部評価報告書を学校へ提出 令和６年３月２９日（金）  
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③ 外部評価委員会後における各委員による評価結果の作成、委員長への提出 

    外部評価報告書の取りまとめに当たり、令和５年３月５日(火)に開催された外部評価委員会後 

に、各委員が「外部評価結果書」を作成し、令和５年３月 15 日(金)までに委員長へ提出すること

とした。 

    各委員は、「外部評価結果書」を作成するに当たり、学校から送られた「自己点検・評価報告書

2023」と関連諸資料を査読した上で、それらの資料に基づいて行った学校関係者のプレゼン

に対して質問を行い、必要なヒアリングを実施した。 

    また、学校側が予め設定した、学生による活動報告や研究発表、さらには、学内の施設設備の

視察などをとおして、評価を行った。 

 

 ④ 外部評価委員会委員長による報告書(案)の作成、メール審議等 

    各委員から提出された「外部評価結果書」を基に、委員長が「外部評価報告書」（案）を作成した。 

この報告書(案)は、外部評価委員会において、次のような方針を基に作成された。すなわち、

評価は、客観的な事実やデータ等により、公平な分析に基づいて行われるべきものであるが、各

委員のバックグランドや社会的立場などにより、評価の際の視点や重視すべき点などが異なる

ため、無理に統一的な見解を示すことはせずに、各委員による多角的な評価を大切にし、それら

の評価結果をそのまま記載することとした。 

この方針は、「今後、学校において、自己変革や業務等の改善に資するように、外部評価委員会

で出された意見等は、広く有効に活用して欲しい」との我々外部評価委員会の考えによるもの

である。 

このことを踏まえ、本報告書の本体は、各委員の個別の評価結果書の集合体とした上で、それ

らに共通する論点等は、委員長が整理を行い、各委員へ確認・了解を得て、本報告書に提示する

こととした。 

 

⑤ 学校へ外部評価結果の報告 

前述のとおり、本報告書は、外部評価委員会の各委員の協力の下、委員長が原案を作成し、各

委員の確認・了解を得た上で、「外部評価報告書 2023」として、令和６年３月２９日(金)に委員

長が学校へ提出した。 

 

 

 

 

 

 

  

時   間 期 日 ・ 期 間 備  考 

9:50～10:15 受付､校長挨拶、外部評価の目的についての説明  

大会議室 10:15～12:00 学校による自己点検・評価報告書の説明、質疑応答 

 12:00～13:00 ランチミーティング、質疑応答の続き、意見交換 

 13:00～14:30 学生発表(本科３年、専攻科生)、施設設備の見学 学内視察 

 14:３0～15:30 外部評価委員のみによる会議 小会議室 

 15:30～15:50 講評（外部評価委員会委員長） 大会議室 

15:50～16:00 評価結果の整理等の確認、校長挨拶 

（写真） 尾本委員長から中島校長へ、 

外部評価報告書が手渡された 
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3． 外部評価委員会による評価結果 （報告）                                               

今回の外部評価は、令和５年度に学校が独自に行った自己点検・評価を基に、学校が選任した６名

の外部有識者（高等教育及び初等中等教育機関、行政、産業界、公共機関、同窓生）からなる委員が、

評価を行った。 

 この章では、外部評価委員会としての評価結果について、委員会当日に行った「講評」を基に、委員

全員の合議による最終的な評価結果としてのコメント（「講評（確定版）」）を記す。加えて、それぞれの

評価項目についても、委員間で共通した見解が得られ、委員会で合意した内容について、本章におい

て、委員会全体の評価結果として記述した。 

なお、外部評価委員会の各委員による評価結果は、次章「４．外部評価委員による個別の評価結果

（報告）」に記述した。 
 

 【 講評 （確定版） 】 
 

    佐世保工業高等専門学校は、一昨年(令和４年)に創立 60 周年を迎え、来年度(令和 6 年度)

から第５期がスタートすることもあり、この先の新たな十年、さらに、その先にある創立百周年を

見据えて、社会に必要とされる高等教育機関を目指している。 

    そのような目標実現のために、令和５年度、自ら自己点検・評価を実施し、それらの評価結果を

整理して自己点検・評価報告書を作成した。 

    本委員会は、主に、その自己点検・評価報告書を基に、学校から説明を受け、評価を実施した。 
 

    学校は、自己点検・評価を実施し、整理するに当たって、目標実現のために、次のような評価の

方針を示した。 

 

 

 

 
 

    このような評価の方針を掲げたことについて、学校側の説明によれば、次のような理由による

ものであると説明している。 

 

 

 

 

 

 

 

    すなわち、学校は、創立 60 周年を迎え、さらに飛躍し、社会に必要とされる高専であり続ける

ために、今後もより良い教育・研究活動を展開していく必要があり、そのためには、その拠り所と

なる理念が明確であり、機能的な体制が整っていて、社会ニーズにも柔軟に対応できる規則が

整備された組織であることが重要であると考えていて、今回はそれらの点について、自己点検・

評価を実施した、ということである。 

今回、本校で実施する 「自己点検・評価」 は、第４期(令和元年～令和５年)に、本校が 

取り組んできた教育・研究活動を行う上で、その基本となった 「①方針」、「②体制」 及び 

 「③ルール」 等がきちんと整備されているかどうか、機能をしているかどうかということ 

について、自己点検・評価を行いました。 

このような３つのことに焦点を当てて自己点検・評価を行った理由は、創立 60 周年を 

迎えた本校が、今後、さらに飛躍をし、次の時代に必要とされる高等教育機関（高専）と 

して成長・発展を遂げていくためには、様々な活動の基となる、活動の目的や方針を明確 

に示していることが重要であり、また、それらの活動を行うための実施体制や組織編成が、 

機能的かつ効果的に整備されていることが求められていると考えたからです。 

さらに、そうした活動を安心・安全、かつ円滑に実施をするためには、マネジメントを行う 

体制や規則等が明確に整備されている必要があると考えたからです。 
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    外部評価委員会としての評価結果に関する結論は、次のとおりである。 

 

Ⅰ 自己点検・評価の妥当性について 

今回の佐世保工業高等専門学校が、自ら実施した自己点検・評価は、妥当である。 

自己点検・評価の目的が明確であり、かつ、点検及び評価を行うための評価項目や評価の

視点も適切と言える。 

また、それらの評価結果は、適切な評価方法によって、根拠理由が示されており、必要に応

じてエビデンスとなる資料が示された。 

以上のことから、適切な自己点検・評価がなされたと判断する。 

 

   Ⅱ 外部評価結果について 

      自己点検・評価が適切に実施されていると判断した上で、外部評価結果を以下に記す。 
 

        １） 教育の内部質保証システムと目的・三つの方針は、学校の目的等を踏まえて適切に

定められている。 
 

        ２） 教育組織、学生支援組織、財務・事務組織は、学校が行う様々な活動を有効に展開

できるように整備されている。 
 

        ３） 教育研究施設・設備は、学校が行う様々な活動を有効に展開できるように適切な規

則や体制の下で管理運営がなされている。 
 

        ４） 学校の様々な活動を管理運営するために、必要な諸規則が整備されており、学校の

活動が柔軟に行われるように機能している。 
 

        ５） 学校独自に設定した特色ある活動に関する評価について、上記 １）～ ４）のとおり、 

「①方針」、「②体制」、「③ルール」 が明確に示され、整備がされているからこそ、社会

的ニーズを踏まえた活動や、他の高専に先駆けた取組を迅速に実施し、成果に繋げて

いると判断することができ、これらの特色ある活動は、その好例と言える。 
 

６） 次の十年に向け、社会に必要とされる高専を目指している点について、このような 

「①方針」、「②体制」、「③ルール」を明示し、適切に整備していること、かつ、既に良い

活動事例が生まれていることなどを総合的に勘案し、学校は、新たな社会ニーズにも

柔軟に対応し、今後も自ら掲げた目標に向かい、より良い教育活動を展開していくこ

とが期待される。 

 

 

    続いて、委員会で合意した各評価項目における評価結果を示す。 

  



6 
 

（１） 教育の内部質保証システムと目的・三つの方針について                         

学校から説明のあった「教育の内部質保証システムと目的・三つの方針について」は、学校の目的を

踏まえた三つの方針が定められており、評価基準を満たしていると判断する。 

その根拠理由として、次のことが挙げられる。 

すなわち、学校からも説明があったとおり、先ずは学校の目的を明確に示し、本科（準学士課程）及び

専攻科のいずれにおいても、その学校の目的を踏まえた三つの方針は、相互に整合性を有した内容で

整備されており、適切に公表されている。 

  自己点検・評価における評価の視点について、それぞれの要件や基準を満たしていると判断できる。 

 

（２） 教育組織について                                                

学校から説明のあった「教育組織について」は、学校の目的や人材育成方針を踏まえた学科体制が

整備されている。また、専攻科においても、専攻科の目的を踏まえた人材育成方針が明示されており、４

つの系から構成される複合工学専攻の体制を整備しており、適切に機能していることがうかがえる。 

また、学校全体の教育システム点検・改善システムについても、教育活動等に係る重要事項を審議す

るシステムが構築されており、各委員会や会議体が、それぞれ組織運営上必要な機能を有しており、適

切に活動が行われている。これらのことから、教育組織に関する自己点検・評価における評価の視点に

ついて、それぞれの要件や基準を満たしていると判断できる。 

以上の理由から、学校の目的を踏まえた組織構成がなされており、必要な組織運営体制が整備され、

その機能を果たしていると判断する。 

 

（３） 教育研究施設・設備について                                          

学校から説明のあった「教育研究施設・設備について」は、学校により編成された教育研究組織及び

教育課程に対応した施設･設備が整備され､安全・衛生を管理する組織体制の下で、有効に活用されて

おり、適切に運用されている。 

また、ICT 環境やその安全な運用、図書や資料等の整備や管理等についても、適切な運用がなされ

ており、それらを管理する組織体制についても、適切な構成員の下で定期的に委員会を開催し、機能し

ている。以上のことから、学校の目的を踏まえた施設・設備・図書等が整備され安全に活用されており、

自己点検・評価における評価の視点について、それぞれの要件や基準を満たしていると判断できる。 

 

（４） 学生支援について                                                

学校から説明のあった「学生支援について」は、学校独自の学生支援組織を含め、学生ニーズを踏ま

えた適切で細やかな組織体制が構築されており、機能している。実際に、学生の利活用の状況や学生相

互による学習支援、組織的な特別支援などの取組状況から、それぞれ活動や取組が適切に行われてい

ると判断できる。 

根拠理由として、学生向けの必要なガイダンスを実施し、学生ニーズの適切な把握に努め、学生支援

のための体制を整備し、それらが機能していることが挙げられる。 

以上のことから、学校の目的を踏まえた学生支援が適切になされていると考えられ、自己点検・評価

における評価の視点について、それぞれの要件や基準を満たしていると判断できる。 
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（５） 財務・事務組織について                                             

学校から説明のあった「財務・事務組織について」は、学校の意思決定を迅速に行い、適切に課題解

決を図っていくために、管理運営体制を見直したことや、従前から校長の意思決定を支える副校長や校

長補佐を配置する仕組みなどは、学校の管理運営において、適切な機能を備えた組織体制であると考

えられ、学校独自の評価項目として掲げた特色ある取組を行うに当たっての意思決定や実施の状況な

どから、これらが十分に機能していることがうかがえる。 

リスク管理においても、情報セキュリティ、防災対策、安全管理などにおいて、必要な体制を整備し、

関係官署と協力して適切な訓練等を実施していることもうかがえることから、適切に行われていると判

断できる。財務管理においては、外部資金の積極的な受け入れを行い、また、外部資金獲得のための挑

戦を続けていることも高く評価できる。 

以上のことから、学校の目的を踏まえた財務・事務組織が編成･整備されており、適切に機能している

と考えられ、自己点検・評価における評価の視点について、それぞれの要件や基準を満たしていると判

断できる。 

 

（６） 学校独自に展開する特色ある教育活動について                              

《社会的ニーズを見据えた独自に展開する教育活動の取組》 

  ① 半導体人材育成について 

熊本に、台湾の世界的な半導体製造企業ＴＳＭＣが進出することを受け、高専への期待が高まっ

ており、このような社会的ニーズを踏まえて､全国の高専に先駆けて､令和 4 年度から、産業界や大

学等と連携して半導体人材育成に取り組んでいる。 

熊本高専とも連携して取り組んでおり、オンラインで授業を配信するなどしているほか、他高専へ

の展開も視野に先駆的な取組として実施している。授業に参加している学生の満足度も高い。 

NHK ニュース「おはよう日本」の「おは Biz」でも､半導体人材育成の取組が取り上げられており、

全国的に先駆けて注目を集める教育活動を展開していると言える。 

社会的ニーズである半導体人材育成について、特色ある教育活動を展開しており、実際に半導

体関連企業への就職を決めた学生も複数見受けられ、教育成果も現れてきている。 

以上のことから、学校が独自に展開する特色ある教育活動として高く評価でき、学校が独自に設

定した自己点検・評価における評価の視点について、それぞれの要件や基準を満たしていると判断

できる。 

 

② 高度情報専門人材育成について 

政府の高度情報専門人材育成という施策を見据え、学校全体で情報系人材育成に取り組んで

いる。学校が説明した、学科の新設・改組に関する取組は、社会的ニーズが高い教育政策に対して、

組織全体で迅速に対応している。これは、今回の自己点検・評価で示された学校の教育理念や組

織体制がきちんと整備されているからこそ、それらが適切に機能して対応できていると考えられる。 

以上のことから、社会的ニーズである高度情報専門人材育成のために、令和７年度の学科新設・

改組に向けた適切な準備が進められており、学校が独自に設定した自己点検・評価における評価

の視点について、それぞれの要件や基準を満たしていると判断できる。 
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《地域社会や産業界等と連携した、特色ある低学年次向け教育活動の展開》 

③ グローカルリテラシーについて 

学校独自の特色ある教育として、２年次に「西九州地域研究」、３年次に「グローカルリテラシー」

という科目を開設している。今回、特に「グローカルリテラシー」について、学校から説明があった。 

外部評価委員会に対し、本科３年の代表学生２名により、ポスターセッション形式で、授業での成

果報告が行われた。外部評価委員から多くの質問が出されたが、学生はいずれの問いにも適切か

つ丁寧に回答した。 

    グローカルリテラシーでは、学生が自ら 

アイデアを出してテーマ設定を行い、教員 

の指導及び助言を受けながら調査・研究を 

行って考察し、論文作成までを行っている。 

以上のことから、学生は、グローカルリテ 

ラシーの教育目的を理解し、適切な課題を 

取り上げ、課題解決のための提案を行い、 

地域社会や産業界等と連携した教育活動 

が展開されていると考えられ、学校が独自 

に設定した自己点検・評価における評価の 

視点について、それぞれの要件や基準を満 

たしていると判断できる。 

 

    外部評価において、学生による授業等の 

成果発表を聞かせていただくことができた 

ことは、評価においても大変意義深く、全委 

員から好評であった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（写真） 授業で取り組んだ活動について発表する学生 

（写真） 学生(説明者)に質問する外部評価委員 



9 
 

（７） 施設見学等について                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（８） その他、外部評価委員会で出された意見等                                 

 

 

 

 

 

 

 

  

（写真） 学内施設を見学する外部評価委員 

（写真） 学生(専攻科生)に質問する外部評価委員 

施設見学では、次の学内施設を見学して、

教育・研究設備についての説明や専攻科生の

研究についての説明を受けた。具体的には、次

のような施設設備を見学した。 
 

１） 実習工場 同時５軸制御マシニングセンタ 

２） 専攻科生による研究紹介 

  〈研究テーマ〉  ディープラーニングを用いた機

上計測による砥石作業面の解析  -研削過

程での砥面変化領域の分類と検出- 

3) 地域共同テクノセンター内 

  起業家工房 TETRA BASE０１ 

・３D プリンタ ・卓上 CNC ・レーザー加工機 
 ・マイクロスコープ ・基板加工機など 
 

４） 特色ある教室等 

①アクティブラーニングが可能な機能的教室 
②コンピュータ設置の２クラス合同授業が可

能な ICT ルーム 
③図書館､保健室､カウンセリングルーム等 

 

専攻科生の研究は、大学工学部の卒業研究

と比べても、十分にレベルが高いと言える内容

であった。 

各機器が整備された実習室や教室は、いず

れも学生のニーズや教職員の活用のしやすさ

に配慮した機能的な設計であった。 

・ 今回の自己点検･評価において、全ての評価項目で「A」評価であったが、これは、学校が最初に

評価の目的を示したとおり、(1)方針(目的や理念)、(2)体制(組織体制・環境)及び(3)ルール

(各種の規則等)が、学校の目的に照らしてきちんと整備されているかどうかを評価・点検したも

のであるから、これらは、きちんと整備されて機能しており、評価は適切であったと考える。 

・ 教育現場は、初等中等教育段階でも教員の負担は増大し、大変な状況であるが、その中で高専

の教員は非常によく取り組んでいると言える。 

・ 高専の教員は、クラブ顧問や学寮指導などがあり大変な印象を受けた。産業界の立場で言え

ば、研究開発しているところに企業が集まり、求人があり、学生が入ってくる。先生方は大変だと

思うが、学生や地域産業のためにも、高専には、より一層研究にも力を入れて欲しいと思う。 

・ 高専生が行政のインターンシップに参加して、現場で力を発揮してくれた。そのように、能力の高

い学生が地元に残って活躍できるように、学校は、産業界や行政とも協力していく必要がある。 

・ 大学に進学してくる高専生は、研究室での実験等で本当に力を発揮している。その理由につい

て、高専のカリキュラムが実験・実習を重視して編成されているためであり、学生が高専在学中

に鍛えられているからであるということが良く理解できた。 
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４． 外部評価委員による個別の評価結果 （報告） 

外部評価委員による個別の評価結果は、各委員が記述した「外部評価結果書」に基づき整理した。 

   令和６年３月５日開催の外部評価委員会の結果について、予め、学校が準備した「外部評価結果書」

（案）について、委員長がその書式を使用することを認めた上で、各委員に記述を依頼した。 

「外部評価結果書」は、外部評価委員会の当日、(1) 佐世保高専の教職員が行った 「自己点検・

評価報告書 2023」 に基づく説明、 (2) 学生による発表及び (3) 教育施設の見学等を基に、外

部評価結果として作成したものである。 

なお、「評価点」欄の点数及び「評価」欄の記号は、次の評価内容を意味するものである。 
   
○「評価点」欄における５段階の評価点の意味 

   
○「評価」欄における記号の意味（自己点検・評価の妥当性についての評価） 

   

○「外部評価結果書」の書式（実際は A4 版２頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５：優れている   ４：やや優れている   ３：普通   ２：やや劣っている   １：劣っている 

 

A： 自己点検・評価は、客観的に見ても妥当であり、「適切」に実施されている。 

B： 自己点検・評価は、一部妥当性を欠くが、「おおよそ適切」に実施されている。 

C： 自己点検・評価は、一部妥当性を欠き、評価項目や評価方法等の「改善」が必要である。 

D： 自己点検・評価は、妥当でなく、評価項目や評価方法等を改め、「やり直し」が必要である。  



11 
 

（１） 尾本委員長による評価結果                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評 価 項 目 評価点 評 価 

（１）教育の内部質保証システムと目的・ 

三つの方針 
5 A 

（２）教育組織 5 A 

（３）教育研究施設・設備 5 A 

（４）学生支援 5 A 

（５）財務・事務組織 5 A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（半導体人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（高度情報専門人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

地域社会や産業界等と連携した低学年次向け教育活動の展開  

（グローカルリテラシー） 

 

5 

 

A 

（写真） 委員会開催に当たって挨拶する尾本委員長 

特に評価できる点について 

準学士の学位の質を担保するという点で、３ポリシーの明示とそれに沿った基本に忠実かつ着実

な取り組みが存在し、またその他学校独自の特色を打ち出す部分では大胆ともいえる取り組みが

継続的に行われており、双方の実施度合いを勘案して高い評価をすべきであると感じました。校長

先生のリーダーシップのもと、先生方の不断の努力の賜物とお見受けします。特に半導体関連教育

などは、まさに時宜を得た取り組みであり、全国的にもモデルとなる授業・実習が発展的に継続され

ていくことを期待します。 

 

特に改善を要する点について 

今回ご説明いただき、また拝見した内容に関して、改善を要すると感じるところはございません。 

 

その他の提言、意見等 

   当日複数の委員から、良い意味で先生方の負荷について心配の意見が出されていました。特に

新しい試みを軌道に乗せるまで、多くのご苦労があるものと拝察しますが、是非とも持続可能な手

法を確立して、全国へと波及させるモデルを構築していただきたいと考えます。 
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（2） 金子委員による評価結果                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評 価 項 目 評価点 評 価 

（１）教育の内部質保証システムと目的・ 

三つの方針 
5 A 

（２）教育組織 5 A 

（３）教育研究施設・設備 5 A 

（４）学生支援 5 A 

（５）財務・事務組織 5 A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（半導体人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（高度情報専門人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

地域社会や産業界等と連携した低学年次向け教育活動の展開  

（グローカルリテラシー） 

 

5 

 

A 

（写真） プレゼン内容について質問する金子委員 

特に評価できる点について 

〈学校独自の特色ある取組活動〉 

①半導体人材育成 

教材開発に際して、雇用の受け皿となる企業のことを意識されている。企業との連携も十分 

にできている。 

   ②高度情報専門人材育成 

全国から選抜される計画となっており、佐世保高専のポテンシャルが評価されている。 

今後の成果を期待したい。 

   ③グローカルリテラシー 

      取組目的と成果が明らかにされている。この取組により、学生の職業選択の幅を広げて欲

しい。地元就職も期待します。 

 

特に改善を要する点について 

特にありません。 

 

その他の提言、意見等 

充実した設備が確認できました。 

学生諸君の学びに繋げていただきたいです。 
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（３） 田雜委員による評価結果                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評 価 項 目 評価点 評 価 

（１）教育の内部質保証システムと目的・ 

三つの方針 
5 A 

（２）教育組織 5 A 

（３）教育研究施設・設備 5 A 

（４）学生支援 5 A 

（５）財務・事務組織 5 A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（半導体人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（高度情報専門人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

地域社会や産業界等と連携した低学年次向け教育活動の展開  

（グローカルリテラシー） 

 

5 

 

A 

（写真） 教育施設を見学する田雜委員 

特に評価できる点について 

特に「学校独自の取組」としての３点については、時機を得ており、今後、御校のより一層の発展 

に直結するものと思います。 

中学校の職員として、生徒の指導・支援をする上で、地元に大変進んだ取組をしておられる高等 

教育機関があることは、とても有難いことです。 

 

特に改善を要する点について 

ございません。 

 

その他の提言、意見等 

   「学生の進む先々に先生方がおられる」という印象を受け、学生の必要に応じた細やかな支援を

されていることを強く感じました。 

中学卒業後のまだまだ未熟で、かつ多感な時期にこのように手厚い支援をしていくことは、大変

なことと思います。 

   そういった「学生を導く、学生に寄り添う、学生を後押しする佐世保高専」という点を、もっと遠慮 

なくアピールされても良いのではないかと思いました。 
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（４） 永田委員による評価結果                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評 価 項 目 評価点 評 価 

（１）教育の内部質保証システムの目的・ 

三つの方針 
5 A 

（２）教育組織 5 A 

（３）教育研究施設・設備 5 A 

（４）学生支援 5 A 

（５）財務・事務組織 5 A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（半導体人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（高度情報専門人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

地域社会や産業界等と連携した低学年次向け教育活動の展開  

（グローカルリテラシー） 

 

5 

 

A 

（写真） 説明者（学生）と意見交換する永田委員 

特に評価できる点について 

１． 学校独自の特色ある取組活動を３点、新たに取り組まれており、活動内容・結果も非常に優れ 

ており、感心以上に驚きであった。 

２． 自己点検・評価項目の（１）～（５）についても、確実に進められている。 

 

特に改善を要する点について 

特に改善を要する点は見当たらない。 

先生方の働き過ぎにご注意していただきたい、ということくらいか。 

 

その他の提言、意見等 

   「知」に関して教育現場としての弛まない努力と先進性を感じた。 

デジタル社会から AI 社会への展開が驚異的なスピードで進捗しており、それについていくには

些かの時間もないこと、先生方や学生たちの余裕度はあるのかが懸念される。 

一方、人である限り、アナログがついて回ることも十分考慮し、学生には“技術屋としての五感を

磨く”努力も大事にして欲しいと思う。 



15 
 

（５） 豊原委員による評価結果                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評 価 項 目 評価点 評 価 

（１）教育の内部質保証システムと目的・ 

三つの方針 
5 A 

（２）教育組織 5 A 

（３）教育研究施設・設備 5 A 

（４）学生支援 5 A 

（５）財務・事務組織 5 A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（半導体人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（高度情報専門人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

地域社会や産業界等と連携した低学年次向け教育活動の展開  

（グローカルリテラシー） 

 

5 

 

A 

（写真） 学校が整備した設備に関心を示す豊原委員 

特に評価できる点について 

限られた予算、人員、時間等を工夫して、取り組みされていることに感心しました。 

 

特に改善を要する点について 

・佐世保高専が 60 年を経過し、環境整備に対しては、予算確保については、国の支援をお願い

したい。 

・特に、近年の異常気象、佐世保高専の土地海抜２ｍ等、立地条件に厳しい所がある様です。 

 

その他の提言、意見等 

   先生方の働く環境が心配される所があります。 

ロボコン、半導体等々、これまでやってきたことに増して、項目が増えていると思います。 

職場全体で目配りしながら、フォローして進めていただきたい。 
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（６） 友廣委員による評価結果                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評 価 項 目 評価点 評 価 

（１）教育の内部質保証システムと目的・ 

三つの方針 
5 A 

（２）教育組織 5 A 

（３）教育研究施設・設備 5 A 

（４）学生支援 5 A 

（５）財務・事務組織 5 A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（半導体人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

社会的ニーズを見据えた教育活動の展開 
 

（高度情報専門人材育成） 

 

5 

 

A 

学校独自の特色ある取組活動に対する自己点検・評価 

地域社会や産業界等と連携した低学年次向け教育活動の展開  

（グローカルリテラシー） 

 

5 

 

A 

（写真） 学校の取組について質問する友廣委員 

特に評価できる点について 

人材育成の方針、そのための施設整備及び管理体制が系統的に明文化されている。 

また、その指針に沿った指導・教育の実施がなされている。 

 

特に改善を要する点について 

今回ご説明を頂いた範囲では特にございません。 

今後、卒業生の社会的評価等の結果が出た時点で、あるいは社会情勢の変化により必要があ

ると認められれば改善をお願いします。 

 

その他の提言、意見等 

学生に対する教育・生活面への手厚い支援体制が整備されていることなど、学校運営に携わる

すべての教職員のご努力に頭が下がる思いです。 

今後も社会に貢献する優秀な卒業生が多く輩出され、佐世保高専の社会的評価がますます高

まることを一卒業生として祈念いたします。 
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（７） 外部評価委員会における質疑応答 

学校による「自己点検・評価報告書 2023」の報告・説明を受け、外部評価委員と学校側が行った

質疑応答の結果は、次のとおりである。 

 

【外部評価委員会当日（午前中の部）】 

Q1 学科改組において、定員を増やすということだが、総合型選抜入試はどのような入試を想定さ

れているか？ 

A1 入試時期は、９月実施を考えている。書類（調査書、エントリーシート；本校でしっかり学ぶ意識が

あるかどうかを確認するような内容）→書類選考による１次審査通過した者に対し、面接（口頭試

問）を行う予定である。 

 

Q２ 学科改組後の定員増である「デジタス５名」の学生は、一般の学生と同じクラスの中に入るの

か？ それとも、一般の学生と別のクラス（グループ）として教育をするのか？ 

A2 基本的には、他の 40 名と同じクラスの中で、一緒の教育を受ける。ただし、５名の学生たちに

ついては、４年生の時に、情報系の教育プログラムの科目履修を必修としている。 

なお、この情報系の教育プログラムは、他の一般学生も履修可能なプログラムとしている。 

５名の学生には、別途、特典的なもの（留学支援など）も用意することを検討している。 

 

Q3 改組に伴う「デジタス」の取組は、すごい取組だと思う。その一方で、中学校側としては、入試の

時期がかなり早いと感じている。 

調査書の中身について、どの程度のものを求めているか？ 

中学生（受験生）や保護者への周知の方法については、ご配慮をお願いしたい。 

Ａ３ 現在 12 月末に実施している推薦入試においても、中学３年生の最終的な成績は、中学校から

は出せないということなので、「見込み」でお願いをしている。総合型特別選抜においても、「見込

み」ということでお願いしたいと考えている。周知の準備も、丁寧に対応していきたい。 

 

Q4 半導体の教育は、全学生が受講できるのか？ どの学科のどの学生であっても半導体の会社

を目指していけるような科目として開設をしたのか？ 

A4 全ての４年生が選択履修できる選択科目として開設しており、どの学科の学生でも履修できる

ようにしている。 

昨年度、初めて開設した科目であるが、今年度の履修者は、昨年度よりも増えた。 

先輩からの良い話を聞いて、履修者の増加に繫がったのではないかと思っている。 

受講生の人数制限は、今のところ設けてはいない。しかし、履修希望者が多くなり過ぎると、授

業づくりという点（授業運営や教育効果という面）で、検討していく必要があると感じている。 

 

Q5 行政機関でも業務評価を実施するが、評価基準について、「A」と「B」の違いは、どのような違い

があるのか。 

例えば、グローカルリテラシーに関する教育の説明では、データサンプルもあって、比較的分か

り易かったが、評価基準の考え方について、教えて欲しい。 



18 
 

Ａ５ 事前にお配りしている「外部評価結果書」の評価と同じ観点での評価基準としている。今回の本

校における自己点検・評価は、各評価項目に対して、例えば、規則や体制が整備されているか否か

という観点に対し、部分的にできているということではなく、きちんと整備がなされていれば、「A」

評価と判断し、取りまとめを行った。 

 

Q6 佐世保高専の教育は、全国に誇る教育をしていると思う。学生のビジネスコンテストなどの発

表を聞くと、年々レベルが上がっているように感じる。そのような学生たちが学ぶ環境、学生の安

心・安全ということについて、どのように考えているか、取り組んでいるかお尋ねしたい。 

Ａ６ 学ぶ環境については、学校としても整備をしていきたいというのが強い思いである。 

施設整備に関する予算は、順番待ちが必要で、なかなか同時にいろいろとできるようなもので

はなく、予算措置がされにくいと認識している。外部資金を積極的に活用することも必要である。  

学校の基幹サーバーも安全な環境に、速やかに移設したいと考えている。 

学校の立地場所は、もともと沼地であり、地盤沈下の心配がある。 

本校は、地震や水害などの災害発生時における地域の避難所として指定されている。 

今年、能登半島地震発生の関係もあり、各地域の避難場所が憂慮されている。 

体育館改修について、防災の観点も盛り込み、学生や地域の方々等が避難できるような場所の

整備が急務だと感じている。 

 

Q７ 現在、少子化で子供が減っている中で、同じレベルの学生を集めるとすれば、成績が低くても入

り易くなってしまうことが憂慮される。現実として、学校はどのように考えているか。 

A7 入試における成績上位層は、従前のレベルと変わらないと認識しているが、合格者の成績下位

層のレベルは下がってきており、変化してきていると認識している。 

学校としては、学習支援室など機能を整備し、教員のみならず、先輩学生からも聞き易い環境づ

くりを行うなど、入学後の学生の学習支援にも力を入れて取り組んでいる。 

 

Q8 地元の企業代表という感じで出席しているので、地元の企業への就職についてお尋ねしたい。

若いうちは、都会へ出ることもあるだろうが、地元へ戻ってきたら、こういう企業がある、というよ

うな紹介などはできないものか。 

佐世保の企業について、学生が知らないことが多々ある。こんな企業がある、ということを知ら

せる機会を設けていただきたい。 

例え、若い頃に都会へ憧れて出て行っても、地元へ戻ってきたら、佐世保の企業と繋がるような

仕組みがあると良い。 

地元の企業からは、企業と学生との接点を持ちたいと聞いている。企業と学生が同じ方向を向

き、学生たちの学びの延長線上に、自分たちがやりたいことを見つけるような感じに持って行って

いただけると良い。 

A8 学生に企業を知ってもらう努力をしていきたい。地元には、世界トップシェアの企業もあること

を知ってもらいたい。 

60 周年記念事業として、学生向けに、配布した NTC（西九州テクノコンソーシアム）の企業紹介

リーフレットが、非常に学生や教員に好評だった。そこで、今後、学生に企業を紹介するような授業
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に取り組みたい。また、現在、NTC 向けに行っているアンケートの結果を基に、NTC のネットワー

クを通じて、産官学の連携強化に取り組んでいきたい。 

 

Q9 高専受験者は、相当な目的意識がある。とりあえず受けてみようか･･･という生徒は、先ずいな

い。午後から、グローカルリテラシーの発表があると聞いているが、教科横断型の学習が中学校で

もあるので、可能であれば、それらの成果を中学生に対して教育モデルとして見せていただきたい。

是非、中学校にも来ていただいて、学生さんに発表していただきたい。高専は、ものづくりだけで

なく、そのような学びのモデルとして、憧れる先輩像を中学生に見せてあげて欲しい。 

A９ 素晴らしいご意見をいただいた。学生の成長の場にもなるので、引き続き、情報交換をさせて

いただきたい。 

学校では、教育ポリシーに沿って、２年生に西九州地域研究、３年生にグローカルリテラシーを開

設してきたが、今後の改組では、１年生から、リベラルアーツ教育を積極的に取り入れ、新たな科目

を開設予定である。段階的な教育ができるように準備を進めている。 

 

Q10 半導体人材育成の中で教材開発をされているというが、企業が求める即戦力というレベルの

教育を行っているのか、それとも、企業での教育期間が短くなることをイメージした教育を実施し

ているのか。 

A10 産業界やJEITAなど、半導体の関連装置を作る団体などとも、学生の科目履修後の到達目標

に関する議論を重ねてきた。高専が目指すトップ人材やボリュームゾーン人材の育成について、そ

の到達点を踏まえ、どのような教育を行うか検討しながら、進めているところである。  

昨年度と今年度の授業についても、科目の内容を微修正しながら、教育改善を行って進めてい

る。 
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４．佐世保高専が外部評価委員会に提出した資料 

（１） 自己点検・評価報告書 2023 （令和 6 年 2 月 27 日） （収録）  
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